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【令和5年 3月 17日 (金 ) 第 76回卒業式】

3 月 15 日練中開花宣言 式場のようす

令和四年度 練馬区立練馬中学校長式辞

見渡せば、桜の開花も始まり、春がすぐそこまで来ています。
本日ここに、会計管理室長様を始め、多くのご来賓の皆様のご出席

を賜り、練馬区立練馬中学校第七十六回卒業式が挙行できますことを、
大変うれしく思い、また、感謝を申し上げます。
ただ今、一人ひとりに卒業証書を手渡しました。練馬中学校を卒業

していく百七十三名の皆さん、ご卒業おめでとうございます。保護者
の皆様、かけがえのない大切なお子様が、無事、中学校三年間、そし
て、九年間の義務教育の課程を修了し、新たに歩み始めますことを、
心よりお祝い申し上げます。
さて、私も、皆さんと時を同じくして、練馬中で 3年間生活をして

きました。コロナ禍でしたが、できることをひとつずつ、大変でした
が、とても内容の濃い、楽しかった記憶となりました。できれば、 1
年生の時に、臨海教室をやりたかったです。
結びに、この節目に当たり、「一隅を照らす」という言葉を贈りま

す。今いる場所で、努力を惜しまず頑張ることが、自分の為、そして
誰かのためになる。君は、なくてはならない人になる。という意味が
あります。これは、本校の校訓、「不惜精進」にもつながります。そ
して、「 ONE STEP FORWARD」一歩前へ。夢をもって歩んでいって下
さい。皆さんには、たくさんの出会いが待っています。お元気で。
卒業生の前途を祝し、式辞といたします。

卒業式予行では、同窓会入会のお話し、ＰＴＡ会長から
記念品の目録贈呈がありました。

【生徒表彰】
体育優良生徒 Ｋさん、Ｓさん
体育努力生徒 Ｓさん
産業教育優良生徒 Ｍさん、Ａさん、Ｋさん
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【送る言葉 在校生代表Ｗさん】

冬の寒さも和らぎ、肌をくすぐる風にも、かすかなぬくもりを感じる
季節を迎えました。卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。在
校生を代表し、心からお祝い申し上げます。
私達下級生は、コロナ禍ということもあり、例年のように３年生の姿

を見る、という機会が持てませんでした。しかし、先輩方は私達に、限
られた機会の中で、たくさんのことを見せてくださいました。今回は、
その中でも特に心に残ったものについてお話させていただきます。それ
は、「今あるものを全力で楽しむ力」です。はじめの 2 年間は特に制限が
多く、入学式や、クラスの顔合わせもままならない中で中学校生活が始
まった、と聞きました。私達には想像もできないほど不安でいっぱいだ
ったと思います。しかし、私達が見てきた先輩方の姿には、そのような
不安は微塵も感じられませんでした。むしろ、先輩方は私達下級生の事
を気にかけてくださる心強い存在でした。行事を始めとする様々な場面
で力強さを見せる先輩方は、私達の憧れの存在となりました。
先輩方は、楽しむときには自分たちだけではなく、学校全体を巻き込

んで盛り上げてくださいました。特に、運動会ではモチベーションビデ
オやロゴ、 T シャツなどを作り、クラスごとの競技にも本気で挑んでい
ました。そんな３年生の皆さんがいてくれたからこそ、このような状況
下でも運動会を本気で楽しむことができました。本当に、感謝してもし
きれません。
１０月、３年生にとって初めての合唱コンクールが開催されました。

私は、合唱コンクールでマスクを外せない、課題曲が歌えない、という
「できないもの」のことばかり考えて落ち込んでいました。３年生は二
年間も歌えず、私達以上に辛く悲しい思いをしているはずだ、と思って
いました。しかし、その日に見た舞台上の先輩方の姿は、私が考えてい
た姿とは全く違っていたのです。「コロナ禍での制限」などで落ち込むも
のか、というように力強く、素晴らしい歌声を響かせていました。マス
クの存在を忘れさせるかのようなどのクラスも合唱に真剣に取り組み、
本気の歌声を奏でる姿は、今でも私達の心に刻まれています。こんなに
も制限があり、がっかりしてもいいはずなのに、なぜそんなに明るくい
られるのか、私は行事のたびに気になり、ぜひそのわけを知りたい、と
思っていました。そこで、ある時３年生の先輩に聞いたことがあります。
すると先輩は、「これまで開催できなかった分、行事の大切さを知ったん
だよ。だからこそ、とても楽しめるんだよ。」と仰っていました。先輩方 3
年生が力強いのは、コロナ禍の制限や悔しさをもバネにして、前を向こ
うとしていたからだと思います。これこそが、「コロナ」を超えた「練中
魂」なのではないでしょうか。
どんな困難も前向きな力に変えていく皆さんを見ているうちに、自分

たちもそんな強い 3 年生になりたい、と思うようになりました。 4 月から
は私達が３年生となり、練馬中学校を引っ張っていきます。皆さんに残
して頂いた「練中魂」を引き継ぎ、先輩方のようにどんなときでも練馬
中学校を明るく照らせるよう私達も頑張っていきたいと思います。
最後になりましたが、先輩方の今後のご健康とご活躍を心からお祈り

し、送る言葉とさせていただきます。
在校生代表


